
イノベーション創出強化推進新事業（開発研究ステージ、H26~30）

ビワ供給拡大のための早生・耐病性ビワ新品種の
開発および生育予測システムの構築

研究総括者 谷本 恵美子
（元 長崎県農林技術開発センター果樹・茶研究部門）

発表者 稗圃 直史
（長崎県農林技術開発センター果樹・茶研究部門）



○ 背景・目的

●たくさん生産出荷したいの
に採れない

●売りたいのにない

・幼果期に－３℃、５時間の
低温遭遇で約80％枯死

栽培適地が限られる

病害による樹勢低下

生産量が減少

健全果 被害果

収穫期は気温で変動

計画販売困難

供給時期が集中

購入機会が限られる

Ｈ23栽培面積

●食べたい時に買えない

寒害を受けやすい 早生品種が少ない
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中・晩生

早生

ビワって、どんな果物？

たった1ヶ月！

早生・耐病性ビワ新品種の開発
＋

生育予測システムの構築



有望６系統から１系統に絞り込み、新品種へ

＋実需者・生産者のニーズ把握と

普及推進

【東京青果（株）】 【JA長崎せいひ】
【フルーツいわなが】 【長崎県県央振興局】

新品種「なつたより」

○研究内容１．早生・耐病性ビワ新品種の開発

露地栽培できる早生・耐病性ビワ新品種の開発

※有望系統の地域適応性解明

長崎26号

新品種に適した枝管理、

結実管理等の検討
【長崎県農林技術開発センター】

【長崎県農林技術開発センター】

【鹿児島県農業開発総合センター】

【香川県農業試験場】
【千葉県農林総合研究センター】 ビワ産地の北限

降水量が少ない

ビワ産地の南限

全国一のビワ産地

長崎24号

長崎25号
長崎27号

長崎21号

長崎28号

栽培マニュアル

新品種の開発

商品性評価 栽培性評価



新品種候補系統の生育予測システムの構築

（１）寒害発生程度予測技術の開発

（２）温度と生育速度の関連解明と生育予測

【 （独）農研機構果樹茶業研究部門】

温度と生育の関係をモデル化

出荷量把握

出荷時期把握

○研究内容２．生育予測システムの構築

10/8 1/13

10/16 12/16

10/28 2/12

9/24 12/2

10/12 1/2

２０１３年産

２０１２年産

２０１１年産

２０１０年産

２００９年産

6/66/3

6/4 6/11

6/146/6

5/315/20

6/85/28

寒害発生

出蕾期 満開期 収穫期幼果期

温度の影響を受けやすい



（独）農研機構
果樹茶業研究部門
・新品種候補系統の生
育予測システムの構築

香川県農業試験場

・瀬戸内地方における有
望系統の特性解明と新
品種の開発

千葉県農林総合研究
センター

・関東地方における有望
系統の特性解明と新品
種の開発

鹿児島県農業開発総
合センター

・九州南部地方における
有望系統の特性解明と
新品種の開発

長崎県農林技術開発センター

・全体総括

・九州北部地方における有望系統の特
性解明と新品種の開発

・新品種の栽培マニュアルの作成

・実需者・生産者のニーズ把握、現地試
験と普及促進

長崎県県央振興局
農林部

・新品種候補系統の栽
培特性評価と普及促進 評価のフィ

ードバック

材料・デー
タの提供

データの
提供

データ
の提供

データの提供

解析結果
のフィード
バック

材料の提供

材料の
提供材料の

提供

東京青果株式会社

フルーツいわなが

・新品種候補系統の商
品性評価

材料・デー
タの提供

評価のフィ
ードバック

長崎西彼農業協同
組合

・新品種候補系統の商
品性評価と栽培特性評
価

共同研究機関

代表機関
普及支援組織

材料・デー
タの提供

○ 研究体制 ビワ供給拡大 コンソーシアム

実需者

生産者

共同研究機関共同研究機関共同研究機関



○ 研究成果 新品種「BN21号」の開発

「長崎早生」より耐寒性が高い露地向けの早生品種



・瀬戸内地方、九州北部および九州南部の露地栽培において有望
・消費者、販売者、生産者の食味評価が高く、実需者ニーズに合致

ＢＮ21号

茂木
長崎早生

本田早生

楠
涼峰

茂木

上段：ＢＮ21号、下段：長崎早生

○ 研究成果 新品種「BN21号」の開発



表１　ビワ「ＢＮ21号」の樹体及び果実特性（露地栽培、2009～2015年の平均）

満開期 熟期 果実重 糖度 酸含量

(月.日) (月.日) (g) (%) (g/100ml)

ＢＮ21号 直立 やや強～強 82 12.31 5.24 144 50.3 13.2 0.20 3.4

長崎早生 直立 中～やや強 82 12. 6 5.26 172 43.9 13.0 0.24 2.9

有意差 NS NS * * NS NS NS

品種・系統 樹姿 樹勢
満開期
～熟期の
日数

中心枝
着花率
(%)

食味

表１　つづき

へそ青
症

へそ黒
症

そばか
す症

裂果 紫斑症 緑斑症

ＢＮ21号 2.3 0.7 7.6 6.3 4.9 1.3 82.4

長崎早生 8.4 6.7 12.7 5.3 0.6 0.4 60.1

有意差 NS NS NS NS * NS NS

果実の障害 耐寒性
(生存率)
(%)

品種・系統

・満開期は遅い
・熟期は同等の早生種
・果実は大きい
・食味は同等かやや優れる
・耐寒性は高い
・紫斑症が発生しやすい

既存品種の「長崎早生」と比べて・・・

○ 研究成果 新品種「BN21号」の開発

紫斑症（赤あざ）
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-3℃以下発生日の満開後日数（日）

（％） BN21号 長崎早生

①

②

③

④

⑤

低温遭遇時の満開後日数と耐寒性

※－3℃以下発生日

①2011年1/16（-3.3℃）
②2012年2/2-3（-5.8℃、-6.1℃）
③2013年1/4（-3.4℃）
④2016年1/24-25（-7.2℃、-6.8℃）
⑤2018年1/12-13（-3.1℃、-3.6℃）と
1/26-27（-3.8℃、-4.8℃）

・満開期に近い時期の寒波では耐寒性を発揮
・満開から1ヶ月以上経過後の寒波では耐寒性が低下

○ 研究成果 新品種「BN21号」の開発

耐寒性は高いものの、万全ではない



○ 研究成果 「BN21号」の栽培マニュアルの作成

耐寒性をより高めるために、摘蕾方法を検討

普通摘蕾 上部1/2摘蕾

上部1/2摘蕾により、耐寒性が向上（果実品質は同等）

凍死果率z 果実重 糖度 酸含量

（％） (g) (Brix) (g/100ml)

無処理  7.4 cy 46.6 b 12.1 a 0.23 a

上部1/2摘蕾 20.8 b 53.9 a 12.3 a 0.20 a

普通摘蕾 47.1 a 52.2 a 12.0 a 0.21 a
z 2018年3月23日調査、各処理100果程度を調査。
y 縦の異なる文字間には、Tukeyの多重検定により5％で有意差あり。

摘蕾方法

摘蕾方法の違いと凍死果率および果実品質（2018）

切り取る



○ 研究成果 「BN21号」の栽培マニュアルの作成

果袋の違いと果実品質および果皮障害の発生程度（2018）

果皮障害（紫斑症）の発生を抑え、商品果率を高めるために、果袋を検討

2重袋（もぎ2重T36）

二重袋を使用することで、果実品質を落と

すことなく、紫斑症を抑えることが可能

糖度 酸含量

(Brix) (g/100ml) へそ青 へそ黒 そばかす症 裂果 紫斑症 緑斑症

もぎ2重T36 13.1 az 0.19 a 1.8 b 0.6 b 6.8 b 6.3 b 3.9 b 1.4 b

もぎT35 12.7 a 0.20 a 2.4 ab 0.8 b 7.0 b 7.5 a 6.9 a 2.7 ab

内黒袋 12.6 a 0.18 a 2.8 a 1.9 a 7.8 a 6.4 b 2.8 b 3.5 a

新聞原紙 13.2 a 0.19 a 3.0 a 1.6 a 7.6 a 6.0 b 5.8 ab 2.6 ab
z 縦の異なる文字間には、Tukeyの多重検定により5％で有意差あり。

果袋の種類
果皮障害



糖度 酸含量

(Brix) (g/100ml)

6 10.5 c
x 0.46 a 1.8 b 2.0 b

7 11.2 b 0.40 a 2.4 ab 2.7 b

8 12.6 ab 0.23 b 2.8 a 3.5 a

9 13.2 ab 0.21 b 3.1 a 3.8 a

10 14.2 a 0.15 b 3.4 a 3.4 a
z 熟度の程度を指数化。未熟;1、やや未熟;2、適熟:3、やや過熟:4、過熟:5。
y 食味の良否を指数化。不良;1、やや不良;2、中程度:3、やや優良:4、優良:5。
x 縦の異なる文字間には、Tukeyの多重検定により5％で有意差あり。

カラーチャート値 熟度
z

食味
y

○ 研究成果 「BN21号」の栽培マニュアルの作成

カラーチャート

最高の味を消費者に届けるために、収穫適期の果皮色を検討

ビワ「BN21号」のカラーチャート値別果実の食味評価(2018)

収穫適期の果皮色はカラーチャート8～9



栽培上きわめて重要な幼果の耐寒性と気温との関係を検討

左：寒害により種子が凍死した幼果
右：健全な幼果 幼果の生存率と年最低気温（点線は95%信頼区間）

○ 研究成果 寒害発生程度推定モデルの開発

ビワの幼果は-３℃以
下に５時間以上遭遇す
ると大部分の種が枯死
する。蕾や花は強い。



冬季の最低気温から生産量の予測が可能に

-5.0 -4.1 -3.4 -2.9 -2.9 -3.1 （-3.6）

-4.2 -3.7 -2.9 -2.3 -1.7 -2.6 （-3.1）

ａｗ 6.77 13.07 19.90 24.49 20.35 26.43

ｂｗ 114.1 133.8 147.3 152.2 139.3 165.7

BN２１号ｙ

寒害発生気温ｚ（℃）

信頼区間上限ｘ（℃）

田中 茂木 なつたより 長崎早生 はるたより

ｚこれを下回ると幼果の生存率が80％以下となる気温
ｙ満開日が12月中旬までの場合（カッコ内は満開日が12月下旬以降になった場合）
ｘ寒害発生気温の95％信頼区間における上限温度
ｗ生存率算出のためのパラメタ；生存率（％）＝ａ×年最低気温（℃）＋ｂ

寒 害 発 生 気 温 と 幼 果 の 生 存 率 推 定 式

○ 研究成果 寒害発生程度推定モデルの開発

幼果の耐寒性と気温との関係を品種ごとに解明

⇒ 「BN21号」は満開期の早晩で耐寒性に差あり



・ビワの熟期は生育ステージによらず高温ほど早まる

・果実生育に温度が影響するのは開花後約20日目以降

開花終期とそれ以降の温度から収穫期を予測可能

○ 研究成果 収穫期予測モデルの開発

収穫期予測モデル式と予測誤差および開花日･収穫日･成熟日数



品種登録出願・・・ 平成28年出願、平成29年8月21日に品種登録
苗木供給体制の整備

• （一社）日本果樹種苗協会と許諾契約
• 平成30年2月より母樹用穂木の（一社）日本果樹種苗協会への有償
譲渡を開始 ⇒ 同協会を通じて穂木を入手した苗木業者は母樹を
育成

現地への普及
• 長崎市内8地区の生産者27名と試験栽培契約を行い、平成29年度
から普及加速化試験を開始

新品種 「 B N 2 1 号 」 の開発

「BN21号」の栽培マニュアルの作成

• 平成30年度に作成、長崎県農林技術開発センターHPに掲載
• 普及加速化試験の試作および全国のビワ産地への普及促進に活用

生育予測システムの開発

• 寒害発生推定モデル・・・導入園地の選定に利用
• 収穫期予測モデル・・・生産対策および販売対策に利用

○ 得られた成果の実用化、普及への取り組み



・農業者の所得向上と地域の活性化
・ビワの消費拡大
・国民の豊かな食生活の実現

全国のびわ収穫量
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近い将来

露地栽培可能な早生品種「BN21号」を軸として、
ビワの供給拡大を実現！

○ 国民生活への貢献


